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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・看護グループ内研修ついて

【中級者対象】日時：12月6日(火)　17:15～ 　場所：2階会議室 

テーマ：アルコールプログラムについて　講師：赤坂JGM

　【新人・初級者対象】日時：12月14日(水)　17:15～　場所：2階会議室 

テーマ：輸液管理の方法について　講師：秋山Ns

　【上級者対象】日時：12月19日（月）　17：15～　場所：2階会議室

テーマ：看護管理　講師：高橋SGM

・12/1(木)より、利用者様のケアアセスメントを実施していく。アセスメント表及びマニュアルは小嶋SGMが印刷し相談室に準備してあるので、担当利用者様の評価を12/7までに行い、各部門ごとに保管する。後日、カンファレンスで評価のすり合わせを行う。

＜利用者様情報＞
グループホーム
・下妻　康貴　様～11/28（月）に職場からの帰宅途中に横断歩道で軽自動車と接触する。左上腕、左脛をぶつけた様子で先週は痛みを訴えている。医師へ報告するように促している。
・村上　元道　様～12/2（金）の朝の訪問時に世話人へ「大変なことをしました」と話す。朝食後に誤って夕食後薬を服用してしまったとのこと。青南病院に連絡をするよう促し、電話を掛けて頂いている。当日の夕食後薬を抜くよう指示があり、対処している。その日の夕方に仲の良いメンバーで親睦会があるとのことで、世話人より飲酒はしないように注意を促している。本人も気を付けると話している。世話人との会話の中で、好意を寄せる職員へ出した手紙の返信がないことを気にする様子があるが、頻繁さはなし。最近の睡眠時間は5～6時間で失禁はみられない。幸房へも無遅刻・無欠席で通うことができている。多弁・多動な様子は引き続きみられている。
・冨田　紀子　様～11/30（水）の訪問時に、前日財布を落としたと報告がある。前日よこまちストアに買い物へ行き、帰りに文化タクシーへ乗車したとのこと。その際、現金で支払いをしたとのことだがその後から財布が見当たらないと話す。文化タクシーへ確認の電話を入れるが財布は無いと返答されている。本人の希望もあり、警察署へ紛失届を提出している。財布には1万2千円とスーパーのポイントカードが入っていたとのこと。世話人による室内の捜索は拒否があり、実施できていない。本人はさほど困っている様子がないとのこと。その他の訪問時に世話人に「悪いこともあれば、良いこともありました」と話している。悪いこと・良いことの内容については秘密と話し、笑っている。また、良いことについて話した後に「あったかくて、春みたいですね」と必ず話す様子がみられる。
・古舘　ヨリ　様～年金について12/10にSW三浦氏へ相談するとのこと。詳細は不明だが、他者の「年金をもらえなくしてやる」という発言が気になっている様子がみられている。
・坂本　秀男　様～金銭管理について、現在年金は保護者が管理しているが保護者より善意で毎月1万円の小遣いをもらっている。特定相談員の泉氏より、年金内で生活が可能な為、今後は年金でやりくりを行なおうと提案があり小遣いは頂かない方針となっている。貯金の使途は決まっていない為、様子を見ていく。
青明舎
・高柳　和子　様～11/26（土）にこたつを購入し、粗大ごみの出し方について確認を行なうと大丈夫と話している。11/30（水）に定期訪問を実施しているが、湯沸し器が壊れた件について相談をしている。11/28にガス会社より連絡がある予定であったが、連絡がなかったとのこと。連絡がなかった際は、電話をしてみるように促している。体調について「去年より良い。薬を変える程じゃない」と話す。おばから電話があり、風邪をひかないようにと体調を気遣われたのが嬉しかったと報告をしている。家で過ごす時間が長くならないように、買い物等で外に出る機会を作っていると話している。
・我満　望　　様～12/3（土）に定期訪問を実施している。顔が丸くなった印象がある。学校についてはレポート提出を頑張っていると報告をしている。1月から2月にかけて卒業試験があり、その後に毛筆・硬筆の試験があるとのこと。担任へ卒業後の予定（生活訓練施設の利用等）を伝えると、ハローワークの利用について尋ねられたため行かないと話したとのこと。12/15（木）にドアーズを利用し、2月に母様実家に引越し予定と話す。11/30の診察時に、主治医より「生活訓練は日中の方が良いのでは？」と提案された為、青山荘の利用も検討している。作業所はくるみの里の利用を希望している。
・我満　奈津紀様～12/3（土）の定期訪問時、室内は散乱している様子がある。2月に娘様（望様）が実家に引っ越す予定とのことで12/10に実家で相談をする予定と話す。アパートの火災保険が1/29で満期になる為、更新を行なうか悩んでいるとのこと。解約をして数ヶ月火災に気を付けようかと発言をしている。体調については「良くなってきたけれど、まだ痛みがある」と話している。12/21に婦人科の検査、1/11に外科で検査やCTを行う（結果は1/25）予定とのこと。デイケアには休まずに通えていると報告をしている。
・中居　美津子様～12/4（日）に定期訪問を実施している。玄関の戸が少し開いており、風通しが良くなっている。ストーブの周囲には燃えやすいものが置いてある状態。体調について整形外科で足の治療を行なっており、だんだん良くなってきたと話している。整形外科での支払いは4週に一度まとめて行っているとのこと。歯科受診もある為、7000円かかると話す。青南病院の支払いについては、納得はしていないが毎月1万円支払うことが出来ている。臨時給付金が振り込まれたと話すが、忙しくてお金を下ろしに行けていないとのこと。また、臨時給付金とは別に市役所から3万円が振り込まれる予定で、その手続きを行なったがまだ振り込まれていないと話す。今月末までの期限とのことで、市役所に問い合わせるよう促している。生活費について家賃が3万円と電気代がかかり、何かと厳しいと説明をしている。キャッシングについて話す様子はないが、「本当に困った時はみちのく銀行で最大50万円まで借りることが出来るのでそれを利用しようかな」と発言をしている。ストーカーについての訴えもきかれ、ナイトケアの特定利用者（八木橋牧雄様）について「バスを操作して乗れないようにしている」や、「爆破事故を起こしたから、この間南部バスが民事再生になった」と妄想様の発言が多い。
・鈴木　知子　様～自宅の排水口の流れが悪いと相談あり、訪問を行なっている。緊急性はなく、ヘルパーと大家へ相談を行うよう助言をしている。青山荘に通わなくなってからぱっとしない、生活に張り合いがないと話す為、デイケアの利用日を増やしてみてはと促すが利用日は増やしたくないと断っている。その一方で現状には満足していると発言をしている。

・福井　彩　　様～12/4（日）夜間に何度かメールでの連絡があり、「たくさん悩みがあって解決しないのにまた新たな心配ができる」「自分のことで精一杯なのに旦那の世話もある」と相談がある。視点を変えてみるようアドバイスを行なっている。先週、ふらっとで行われた調理プログラムで習った料理を旦那様へ差し入れし喜んでくれたと嬉しそうに話す様子もある。旦那様の入院先の病院より、病状についての相談があったとのことだが、旦那様の母様に行ってもらったとのこと。
デイケア

・阿波　諒祐　様～本日母様より架電があり、明日デイケアの利用をしたいと希望している。スタッフから明日から正式利用を開始することを提案すると、「是非お願いしたいです」と話しており、明日よりデイケア正式利用開始予定としている。

・青木　紀子　様～本人より報告があり、交際相手の体調が落ち着き、問題はなくなった　　　と話している。先週の状況を自身で振り返っており、「先週は生活保護のことやアパートのことで忙しくて、お互いにピリピリしてたから落ち着かなくなったのかもしれない」と話している。自身で状況を振り返り考えていることを評価し、今後体調変化や不安が生じた際には無理せずにすぐ相談するように伝えると、「そうしますね」と返答している。デイケアでは表情良く特定利用者と交流しながら終始落ち着いて過ごしている。

・福井　彩　　様～本人より「家のこととか色々あって大変で疲れる」「早く仕事がしたい」との話があり、詳細を質問。現在夫様が入院していることにより、病院に毎日行きながら家事をしていて疲れが溜まっているとのこと。仕事を早くしたい理由を聞くと、「仕事場に迷惑掛けてると思って」と話している。夫様の件など大変で忙しいという気持ちに共感し、職場と相談した上で12/12から短時間の仕事を開始することになっている為、無理に早く仕事をするのではなく、休める時は休養し、自身の身体を休めながら仕事と家事を行ってみるよう提案している。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり、「買物にはいつ行けますか」「お小遣いは自分で持てませんか」といった相談あり。外出を予定していること、金銭は現状では自己管理は難しいことを説明している。その後、ご家族（姉）へ電話していたとのこと。本日、デイナイトケアでは金銭に関する発言はないが、昼食後に階段ドアを開け無断で外出しようとすることあり介入要している。午後のプログラム時間に周辺散策することで対応している。引き続き、所在確認を徹底していく。

＜外来情報＞　

・田中　一　　様～特に変わりなし。

・田名部　浩平様～特に変わりなし。

・若松　健一　様～体重が88㎏になり、3㎏程増加している。インフルエンザ予防接種施行。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　我慢　望　様　）

実施日：H28年12月5日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：藤田・戸賀沢・石渡

参加者： 赤坂・藤田・馬場・石渡・服部

検討内容目標・計画の見直し

	氏名
	我慢　望　様
	性別
	女
	年齢
	18
	生年月日
	H10.7.13

	主病名
	アスペルガー症候群
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	生活リズムの安定。

	本人希望
	生活訓練施設に通い、自立した生活を送りたい。

	家族希望
	高校卒業後に生活訓練施設に通って自立してほしい。

	入院歴
	なし

	通所歴
	1回目

※今回：H28.9.5～現在（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	ドアーズ


	· 住居：アパート
	家族構成






	利用制度
	


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	規則正しい生活リズムを獲得し、社会生活を送れるようになる。
	①平日・休日の生活リズムを安定する。
	①決められた曜日、時間に来所をする。
	①決められた曜日、時間に来所が出来た場合は、評価を行い行動の強化を図る。帰宅時、次回来所日の確認を行う。

	
	②体調管理を行う。決まった時間に起床する。
	②日付が変わる前に就寝する。起床時間を定め、アラームを設定し起床時間に起きる努力をする。
	②就寝時間・起床時間の確認を行う。時間を守って行動出来た際は、評価を行い行動の強化を図る。行動出来なかった際は原因について振り返り、スタッフとともに対処方法を考える。

	
	③日中の活動量を増やし、体力をつける。
	③運動プログラムへ楽しみながら参加し、体力の向上を図る。
	③興味のある運動プログラムへの参加を促し、活動量を増やせるよう関わる。体調に留意しプログラムの提供を行う。


【検討内容】目標内容の検討

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①決められた曜日、時間に来所をする。
	・利用日は週3回であるが、母様が欠席する日や体調不良によって休みがちである。
・来所した際には評価を実施しているが、行動の強化には繋がっていない。
・来所時に挨拶を行なっていない様子がある。
・達成度40％
	・来所日には引き続き評価を行うが、次回の利用に繋がるようアプローチを行なっていく。また、挨拶を自発的に行えるよう目標を一部変更する。

	②日付が変わる前に就寝する。起床時間を定め、アラームを設定し起床時間に起きる努力をする。
	・0時前の就寝は実施できている様子が窺える。起床はアラームをセットしているが、時間通りに起床できず、家族の声掛けや電話の音で起床することもあるとのこと。
・達成度50％
	・起床についてアプローチを行なっていく必要がある。目標は継続する。

	③運動プログラムへ楽しみながら参加し、体力の向上を図る。
	・通所開始時はエアロビの参加を目的にしていたが、現在は運動プログラムへ消極的である。意欲の低下がみられる。

・達成度0％
	・運動プログラムへの拒否がある為、運動以外の方法で体力の向上を図れるようにする。目標を変更する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	規則正しい生活リズムを獲得し、社会生活を送れるようになる。
	①平日・休日の生活リズムを安定する。


	①決められた曜日、時間に来所をする。来所時・帰宅時には挨拶を行う。
	①決められた曜日、時間に来所が出来た場合は、評価を行い行動の強化を図る。帰宅時、次回来所日の確認を行う。来所時・帰宅時には自発的に挨拶を実施できるよう働きかける。

	
	②体調管理を行う。決まった時間に起床する。
	②日付が変わる前に就寝する。起床時間を定め、アラームを設定し起床時間に起きる努力をする。
	②就寝時間・起床時間の確認を行う。時間を守って行動出来た際は、評価を行い行動の強化を図る。行動出来なかった際は原因について振り返り、スタッフとともに対処方法を考える。

	
	③運動プログラムへ参加、運動プログラム以外での活動量を増やし体力の向上を図る。
	③運動プログラム開始時には参加を促す。買い物やデイケアへの来所等で体を動かす機会を増やす。
	③運動プログラム参加のメリットを伝える。買い物等、自分で興味を持ち出掛けることが出来るようちらしの確認を行いご家族に協力をして頂き一緒に出掛ける機会を作る。


